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1  は  じ め  に

夏秋期のイチゴ生産は、業務用を中心として根強い

需要があり、寒高冷地を中心として生産の拡大が望ま

れている。また、夏秋イチゴは高収益野菜として、中

山間農業の活性化に期待されている。

四季成リイチゴ品種を用いた夏秋イチゴ栽培におい

ては、夏期高温年に花房の形成が停止し、盛夏期以降、

果実の着果が顕著に減少することがある。そこで、高

冷地の特性を活かし、夏期の冷水利用により、高設栽

培による夏秋イチゴで、増収効果が得られたのでここ

に報告する。

2試 験 方 法

(1)試験年次 2000～ 2001年

12)試験場所 福島県農業試験場冷害試験地内圃場

13)供試品種 サマーベリー

14)定植期  4月 27日

15)裁植密度 株間 288c皿、条間 27cn、 プランタ (外

寸、長さ 57 6cm× 幅 36 2cm× 深さ 17 0cmに 4

株並木植え。

16)培地 ピートモス 70%と パーミキュライト 30%

の混合培地およびヤシガラ、ロックウール粒状綿

r)施 肥  養 液 土 耕 1号 (有 効 成 分

α)N,P205,K20,Ca,Mg 15,8,16,2,6)を 用い、液肥

混入器を使用し 1,000倍 希釈で、 ドリップチュー

プ灌液。施肥の時間ならびに回数は次のとおり。

4/26-6/30: 20分、 2回 /dav

7/1-8/31 : 30分 、 3回 /dav

9/1～収穫終了 :20分、2回 /day

18)遮光 7/16～ 8/31

19)冷水処理 7/18～ 8/31ま での間の毎日 6時～18

時まで、約 19℃ のかんがい水を培地中に埋設した

鉄パイプ内に通水した。

(llll  区の構成 1区  12株 2反復

なお、2001年 の試験方法は上記のとおりであるが、

2000年 においては定植時期や使用したプランタの形

状、遮光時期などに若干の違いがある。

3 試験結果及び考察

(1)冷水処理装置および地温の経過

裏磐梯の檜原湖等を水源とする 19℃前後のかんが

い水を梅雨明け後の7月 18日から8月 31日 までの盛

夏期の間、501の家庭用水中ボンプを使用して、午前

6時から午後 6時までタイマー制御により 12時間連

続して、プランタ内部の培地中に埋設した鉄パイプに

通水した (図 1)。 鉄パイプ内の冷水の流量は流量.「に

よる測定では、毎分約 10リ ットルで、日量で 75m3

の通水量だつた。

2001年に代表的な 3種類の培地で、地下 5c皿 の地温

を測定したところ、無処理区に比較し冷水処理により、

ピートモスとバーミキュライトの混合培地の平均地温

で 18℃ 、ヤシガラ培地は 14℃、ロックウール粒状綿

で 11℃ 、それぞれ地温が低下し、ピートモスとバー

ミキュライ トの混合培地で地温の低下が大きかつた

(表 1)。

佗)花房の形成状況ならびに開花数の推移

2001年に花房の形成状況と開花数を調査したとこ

ろ、冷水区で、 7月 と8月 の処理期間中の新規花房数

は 1株当たり1本、開花数は 5個程度無処理に比較し

多かつたが、 9月 は冷水区の新規花房数と開花数が無

処理区より少なかつた (図 2)。 なお、データを省略し

たが、ヤシガラやロックウール粒状綿の培地でもほぼ

同じ処理効果を示した。

四季成り品種では、30℃ 以上の高温時においては、

花房分化が抑制されることが知られている
。が、冷水
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処理は盛夏期の高温条件下において、花房の分化を連

続的に進める上で、有効な方法であると思われた。

13)商品果収量の推移

2ヶ年間、ビートモスとバーミキュライトの混合培

地で商品果収量 (6g以上の正常果と乱形果の合計収

量)を調査したところ、冷水区は 2000年においては、

無処理区に比較し、 8月 から10月 までの収量が優り

20%程度多収となり、2001年においては、無処理区に

比較し、冷水処理後の9月 から10月 の収量が優り、

10%多収となった (図 3)。

これは、冷水処理期間中の花房の分化が多かったこ

とと、地温の上昇を抑制したため根が健全であり、秋

期の増収につながったものと考える。

4 ま と め

四季成り品種を用いた夏秋イチゴの高設栽培におい

て、培地内に埋設した鉄パイプ内に冷水を通す冷水処

理法は、培地の地温低下に有効であった。また、この

処理方法は盛夏期の高温条件下において、花房の分化

を連続的に進める方法の 1つとして有効であり、商品

果収量を 10～ 20%増収する効果があることを明らか

にした。

最近、特に注目されている四季成リイチゴの夏秋栽

培において、今後、この冷水利用技術が、安定多収技

術として貢献する技術の一つであると考える。
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処理  平均   最高   最低

セ・―トモス70%+ 有  221■ 14232■ 13206■ 13
ハ・―ミキュライト30% 無  239■ 15252■ 16225± 16
ヤシガラ  有  228± 16249■ 19210■ 16

無  242■ 14253± 19230± 17
ロックウ,粒状綿 有  227士 :5250± 20204■ 16

無  238± 17272± 23211■ 18
注17月 18日～8月 31日 までの日別値の平均値。
注2測定部位は、培地の地下5cL

図 1 夏秋イチゴ高設栽培の冷水処理システム
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図 2
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ピ トモス70%+パーミキュライト30%混合培地

夏秋イチゴの新規花房と開花数の月別推移
(2001年 )
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表 1 冷水処理期間中の地温の経過 (2001年 )
の 地温

冷水処理区 県処理区 オ水無理区 彙■■区

20004F         20014F

ピートモス70%+バーミキュライト30%混合培地

麗鴇衝晶勁罐攣罫8晨型房里骨緊言舌1諺繋あ習罫箕
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